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　一　原史東南アジア世界』岩波書店、2001 年、所収）参照。なお、チャンパー・扶南に関しては Lâm Thị 
Mỹ Dung, Sa Huỳnh Lâm Ấp Chămpa. Nhà xuất bản Thế giới, 2017 及 び Lương Ninh, Vương Quốc Phù Nam. 
Nhà xuất bản Văn hóa Thông tin, 2005 などもある。


























































































が（8）、近年、ベトナム・バクニン省 tỉnh Bắc Ninh では 4 世紀に刻された陶璜の顕彰碑が確認され
るとともに（9）、同碑とともにトゥアンタイン県 huyện Thuận Thành に所在するルンケー（ルイ










 （6）「士燮」『史苑』32（1）、1972 年、24 頁。のち同『ベトナム救国抗争史 : ベトナム・中国・日本』新人物往来社、
1975 年、所収。
 （7）『大越史記前編』巻 3、14a-b。
 （8）前掲論文 23-24 頁。陶璜は『晋書』巻 57 本伝によって「外来官僚の支配」（25 頁）とし、下って杜慧度ら
は「土着的」であったとする（同「交州土着刺史：4・5 世紀の越南」『歴史学研究』394、1973 年）。 
 （9）ファム・レ・フイ Phạm Lê Huy「ベトナムにおける新発見の陶璜廟碑」新川登亀男編『日本古代史の方法と
意義』勉誠出版、2018 年、所収。新津健一郎「ベトナム・バクニン省所在陶列侯碑と三国・西晋期の交州社
会」『中国出土資料研究』22、2018 年。
（10）西村昌也「紅河デルタの城郭遺跡 Lung Khê 城址をめぐる新認識と問題」『東南アジア　歴史と文化』30、
2001 年。のち同『ベトナムの考古・古代学』同成社、2011 年、所収。張得戦 Trương Đắc Chiến（範氏秋江
Phạm Thị Thu Giang・新津健一郎訳）「2014 年ルイロウ古城発掘調査の新発見」黄暁芬・鶴間和幸編『東ア
ジア古代都市のネットワークを探る：日・越・中の考古学最前線』汲古書院、2018 年、所収。
（11） 西村前掲書 167-176 頁（前掲論文加筆再録）参照。
（12）ベトナム社会科学図書館 Thư viện Khoa học xã hội（社会科学情報院 Viện Thông tin Khoa học xã hội）所
蔵「神跡神勅 Thần tích, Thần sắc」làng Thanh Hoài [TTTS 2959], làng Đại Tự [TTTS 2942], いずれも 1938 年
調製。資料の性格は宇野公一郎「漢喃研究院『社村名による神跡索引』；社会科学通信院『神跡・神勅書目』」
（『ベトナムの社会と文化』1、1999 年）を参照。
























漢代の地域開発についてはジェニファー・ホルムグレン Jennifer Holmgren 氏も人口・行政機
構に着目して分析を行い、交趾（交州）では 2 世紀以降（北方からの）移民によって文化的衝突
が生じ、3 世紀半ばに反乱と鎮圧、行政機構の再編といった出来事をもたらしたと指摘した（18）。
また、3 世紀半ばの反乱についてはキース・テイラー Keith Taylor 氏も注目し、中国王朝の名義
（13）前掲論文の他、「後漢書所見越南三郡反乱記事小考（上）：2 世紀の越南」（『新潟大学　人文科学研究』33、




（15）「南海交易ネットワークの成立」山本達郎責任編集前掲書、所収。同じ主題について Hoàng Anh Tuấn, 
Regionalising National History: Ancient and Medieval Vietnamese Maritime Trade in the East Asian Context, 
The Mediaval History Journal 17（1）, 2014: 90-92 も参照。
（16）「嶺南士氏の勢力形成をめぐって」『史観』167、2012 年。
（17）「嶺南士氏交易考」『史滴』34、2012 年。
（18）Chinese Colonisation of Northern Vietnam: Administrative Geography and Political Development in the Tongking Delta, 
First to Sixth Centuries A.D. Faculty of Asian Studies and Australian National University Press, 1980: 86.
〈 88 〉2-3 世紀「東ユーラシア」の中の嶺南・北中部ベトナム地域 －士燮・孫呉時期の交州地域史－（新津）
を借りた点に政治文化の発展が見えるとした（19）。
この時期の遺跡・考古遺物は概ね北部ベトナム一帯に所在する。ベトナムでは、つとにダオ・


















（19）The Birth of Vietnam. University of California Press, 1983: 96.





（22）研究整理・集成として Hà Văn Tấn chủ biên, Khảo Cổ Học Việt Nam Tập 3: Khảo Cổ Học Lịch Sử Việt Nam.
　　 Nhà xuất bản Khoa học Xã hội, 2002: Viện Khảo Cổ Học, Một Thế Kỷ Khảo Cổ Học Việt Nam [Tập 1-2].
　　 Nhà xuất bản Khoa học Xã hội, 2004-2005, 遺跡の集成として西村昌也・西野範子『ヴェトナム紅河平原遺跡
データ集』文部科学省科学研究費研究報告、2003 年を参照
（23）Đỗ Văn Ninh, Thành Cổ Việt Nam. (Nhà Xuất Bản Khoa Học Xã Hội, 1983) は大羅城（のちタンロン城）以前
の古城としてコーロア（Cổ Loa）に注目した。ルンケー遺跡については「羸 （れんろう）」と同一視する
見解も根強かったが、西村昌也（注 10 前掲書）は考古資料の検討、ファム・レ・フイ（A Reconsideration 




















れた。これにより、士氏兄弟は同時に交州（交趾）7 郡のうち 4 郡の長官に就いた。南海太守・士武
は早くに死去したが、交趾・合浦・九真の 3 郡については 220 年代まで 30 余年にわたり士氏が地
方長官を務めた。なお、このとき鬱林・日南 2 郡の地方長官は不詳、蒼梧太守は史璜であった（28）。
死亡した朱符の後任は南陽の張津であった。在任期間は諸書に混乱が見えるが、『藝文類聚』






















（32）西村氏は龍編（龍淵）に関連ある地名の可能性を指摘する（前掲書 176 頁、注 11）。

































































（38） 今のところ最古のチャンパー碑文・ヴォーカイン Võ Cạnh 碑文（カインホア省 tỉnh Khánh Hòa）は 3-4 世紀
前後に比定され、インド系文字・サンスクリット語で刻まれる（Schweyer A-V, Chronologie des Inscriptions 
Publiées du Campā, Bulletin de l'École Française d'Extrême-Orient 86, 1999: 325. 青山亨「東南アジア島嶼部に






（41）一帯の地理的性格は桜井前掲論文 123 頁、比定は注 23 を参照。当時の海岸線に関しては船引彩子氏らの推定
が参考になる（Funabiki Ayako, Haruyama Shigeko, Nguyen Van Quy, Pham Van Hai and Dinh Hung Thai, 
Holocene Delta Plain Development in the Song Hong (Red River) Delta, Vietnam. Journal of Asian Earth 
Sciences 30 (3/4), 2007）。


































（44）『後漢書』列伝 22 鄭弘伝に 1 世紀後半のこととして「舊交阯七郡貢獻轉運、皆從東冶汎海而至、風波艱阻、
沈溺相係。弘奏開零陵・桂陽嶠道、於是夷通、至今遂爲常路」とある。桂陽と交州（南海方面）の交通は同
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（47）　陳荊和「安南訳語の研究　一」『史学』39（3）、1966 年。西村前掲書 136-139 頁。
（48）　Holmgren op. cit., P. 86.  片倉穣『ベトナム前近代法の基礎的研究：『国朝刑律』とその周辺』1987 年、風間
書房、3-38 頁。
（49）原文は注 5 を参照。「士人」の実例は張寅瀟「漢末交州流寓士人考析」（『史志学刊』2018 年 1 期）参照。士燮
自身の著述業績は『隋書』巻 32・35 経籍志に見える。
表 1　交趾各郡の戸口数（括弧内は口数を戸数で除した値）
『漢書』巻 28 地理志下（紀元 2 年） 『続漢志』郡国 5（紀元 40 年）
南海郡 戸 19,613：口 94,253（4.8） 戸 71,477：口 250,282（3.5）
蒼梧郡 戸 24,379：口 146,160（5.9） 戸 111,395：口 466,975（4.2）
鬱林郡 戸 12,415：口 71,162（5.7） 戸口数値を欠く。
交趾郡 戸 92,440：口 746,237（8.0） 戸口数値を欠く。
合浦郡 戸 15,398：口 78,980（5.1） 戸 23,121：口 86,617（3.7）
九真郡 戸 35,743：口 166,013（4.6） 戸 46,513：口 209,894（4.5）
日南郡 戸 15,460：口 69,485（4.5） 戸 18,263：口 100,676（5.5）









































































〈 96 〉2-3 世紀「東ユーラシア」の中の嶺南・北中部ベトナム地域 －士燮・孫呉時期の交州地域史－（新津）

































（58）ただし『水経注』巻 36 の引く『林邑記』に「區粟建八尺表、日影度南八寸」とあることから、Rolf Alfred 
Stein は北緯約 17 度 58 分と推定し、より北のクアンビン Quảng Bình に比定する（フエ市は同約 16 度 46 分。
Stein R. A., Le Lin-Yi 林邑 , Han Hiue [Bulletin du Centre Sinologiques de Pekin] II, fascicules 1-3, 1947: 17）。
（59）菊地前掲「孫呉の南方展開とその影響」32-33 頁。同「孫呉・東晋と東南アジア諸国」鈴木靖民・金子修一編『梁
職貢図と東部ユーラシア世界』勉誠出版、2014 年、所収、373 頁。
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脩則が指揮する孫呉側の遠征軍を破り、鬱林郡に進出した（65）。
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【付記】
（1）本稿は、2018 年 11 月 17 日に専修大学神田キャンパスで行われたシンポジウム「東ユーラシア地域
論の現在－交流・交易からみた北と南－」での報告をもとに、当日の質疑・討論などで頂いたコメ
ント・ご意見・ご質問を反映して修正・再構成を行った。ご指摘を下さった皆様に感謝申し上げる。
（2）本稿の一部には、筆者がシンポジウム報告後にベトナム・ハノイ、社会科学図書館 Thư viện Khoa 
học xã hội及び漢喃研究院図書館Thư viện, Viện nghiên cứu Hán nômで行った史料調査を反映した。
調査にご協力・ご助言を賜った方々に感謝申し上げる。
（3）本稿は日本学術振興会特別研究員奨励費（17J03291）による成果の一部である。
